
2013年度関西学生バスケットボールリーグ戦
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成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
6 * 0 0 13 28 5 9 4 7 13 20 5 1 2 2
18 * 0 4 0 2 2 2 3 2 3 5 0 0 1 0
20 * 1 4 1 3 1 2 2 1 2 3 1 1 0 0
33 * 0 0 0 1 0 0 2 0 2 2 0 2 0 1
56 * 0 0 0 3 0 0 2 2 1 3 0 0 0 0
0 0 0 0 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0
11 0 1 1 7 11 2 2 0 0 2 2 1 0 0 0
13 0 0 0 0 1 0 0 1 1 0 1 1 0 0 0
21 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0
23 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
24 0 0 0 5 8 0 0 2 1 2 3 0 1 0 0
25 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 2 0 0
41 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -

0 1 0 1 0
2 9 26 59 10 15 18 14 25 39 9 7 3 3

成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
0 * 1 7 4 8 0 0 2 3 3 6 0 4 0 0
2 * 0 い 3 10 4 6 0 1 3 4 0 1 0 0
15 * 0 0 5 9 2 2 4 1 7 8 3 0 2 0
16 * 0 2 3 3 0 1 4 5 4 9 1 1 1 0
28 * 0 3 5 10 0 0 4 1 2 3 1 1 1 0
11 0 0 1 2 3 3 6 0 1 2 3 0 0 0 0
14 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0
18 0 0 0 1 3 1 4 2 1 2 3 1 0 1 0
29 0 0 0 1 2 0 0 1 1 0 1 0 0 0 0
53 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 1 0 0 0 0
60 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0
74 0 0 0 0 1 0 0 2 0 0 0 0 1 0 0
77 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -

0 0 0 0 0
1 13 24 50 10 19 21 14 24 38 7 8 5 0

Team / Coach:

合　　　計
7.7% 48.0%RATE
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Team / Coach:
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22.2% 44.1% 66.7%
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戦評
第１ピリオド、先制点は同志社大学#28山本のミドルシュートで先制する。さらに同志社は粘りのディフェンスも実り
得点を増やしていき8点先制する。対する天理大は#6サイモンがゴール下を決め先制する。天理大は同志社#15谷
口のオフェンスリバウンドを奪われ2点決められたまらずタイムアウトを要求。タイムアウト後、天理大は連続得点を奪
い流れが来たかと思えば、同志社も反撃する。同志社#0田野がフェイスディフェンスをされるが華麗なパス回しで20
－10で同志社がリードで第一ピリオドを終える。
第２ピリオド、両チーム激しい点の取り合いで始まる。同志社#0田野のスリーポイントで流れを呼び込むかに思えた
が、天理大も負けず反撃をし、激しいオフェンス戦が繰り広げられる。両チーム点の取り合いの中、天理はフリース
ローを決めていき流れを呼び込み、しかし同志社大学#29川武のミドルシュートで、天理は前半２回目のタイムアウ
ト。タイムアウトが開け、天理＃6サイモンのダンクシュートで得点を加え35－28で同志社大学リードで前半を折り返
す。
第３ピリオド、後半同志社#15谷口の先制で始まり、天理のペースに飲み込まれず粘りのあるデフェンスから得点を
加えていく。天理も#6サイモンの身長を活かしたオフェンスで負けじと粘りのディフェンスから得点を加えていく。後半
に入り同志社#0田野のフェイスディフェンスが効いて天理大に流れが向いてきた。しかし、天理大はファールが重な
り同志社に得点が加わったが、終了間際、天理#11藤森のスリーポイントで第３ピリオド50－47で同志社がリード。
第４ピリオド、同志社#28山本の得点で始まり、流れを引き込むと思いきや、イージーミスやファールが重なりもう一
つ。天理大は、#6サイモンと#23イビスを交代したが、すぐに#6サイモンを戻しサイモンを中心としたオフェンスを繰り
広げるが、イージーシュートが決まらず両チームなかなか得点が入らない。その中で、天理#24奥野のシュートが決ま
りついに2点差。天理大の粘りのディフェンスが実りはじめる。天理大は速攻で得点を決め同点。さらに、天理#20大
戸の３点シュートでついに逆転。同志社も#18井島のシュートで巻き返しを試みるも天理#24奥野がシュートを決め、
いまだ流れは天理大。さらに天理大は４点を追加し、同志社は後半２回目のタイムアウト。タイムアウト後、同志社は
ファールが重なり天理大は冷静にフリースローを決め点差を広げる。その流れのまま、天理大がリードを守り61－68
で天理大が勝利。
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戦評 泉谷　将孝(大体大)
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